　　　　学校評価に関する
地域一般・保護者アンケート結果から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　　長　　　　　藤田　道彦
　昨年１２月に実施した、地域の皆様、保護者の皆様を対象とした、学校評価に関わるアンケートの集約結果から、学校としての考え等を何点かお伝えします。

＊別紙「まつぼっくり」（特集；学校評価アンケート集計結果報告）を参照ください
【保護者】

１、　家庭数２４戸に対し、回収戸数は１８戸でした。記述意見はありませんでした。

　　　　戸数が減っている中での回収率の低下は残念でした。

　　　　内容の精選や、このアンケートの意義についての家庭への説明をしっかりしていくことが必要と考えます。

２，ほとんどの項目で、昨年より評価点は上がっており、向上していると思われます。
３、新たに家庭学習や読書の習慣について尋ねたが、予想通り評価点は高くなかったところであります。

　　学校での読書活動の充実が、家庭における読書習慣の定着につながると考え、もっと読書の時間を有効に使っていきたい。

　　家庭学習の習慣化についても、もっと家庭との協力関係を築いていくようにしていきたい。

4、 基本的生活習慣をどう身につけさせるかについても、保護者と協力して取り組まなければならない点であり、項目を絞ることで、意識して取り組むことができるのではないかと考えます。これからもご協力をお願いします。（家庭学習や就寝時間など）

【地域】

5、 学校便りなどで、本校の児童の様子がわかったと回答してくれているが、実際に学校の様子を見ていないため、ほとんどの項目で、「わからない」という回答が多くありました。これからも学校の様子を知らせていこうと思います。
6、 以下目立った項目について述べます。

５項目「学校行事から、本校児童にたくましさや意欲（チャレンジ精神）が感じられるか。」
＊地域の方は、関係する子どもがいないと、運動会や学芸会など諸行事をほとんど見ていないという回答から、評価が低くなったと思われます。

７項目「あいさつや社会のルールを守る心が育っていると思うか。」
＊校内だけではなく、校外でのあいさつについても声かけが必要であり、先生がいなくても普段通りにできることが望まれます。これからも指導していきたい。
１０項目「教育活動で、講師等の協力をしてもらえるか。」
＊いろんな形で、子どもたちと関りを持ってもらうことならできるのではないかと思われます。「子どもたちのために」力を借りることがあると思いますので、そのときはよろしくお願いします。
＊地域ボランティアという形で、地域の方に樹木や畑の手入れの協力を依頼できるのではないかと思います。また、協力してくれた方々へのお礼（手紙や行事への招待等）で地域の方々との交流が図れると思いますので、よろしくお願いします。






